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【関東・東海海域の特徴】

○東海から伊豆諸島，房総沖までの海域では，沿岸から沖合に至

るまで様々な漁業が営まれ，カツオ，サバ，イワシ，ブリなどの好

漁場，定置網も盛んな重要海域

○沖合を流れる黒潮の変動による海況変化が大きいため，海況の

日変化を把握することが必要

スライド【NOAAによる水温分布】

2000年5月25日から5月29日までのごく短期間（4日間）で海況が

大きく変化し，伊豆諸島から西向きに暖水が波及したことが分か

る。
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これまでの情報提供 【東京・神奈川・静岡・千葉】

昭和60年から「一都三県漁海況速報」を発行

【課題】

○遠州灘及び房総沖における実測水温情報が不足していることか

ら黒潮流路の変動を的確にとらえることが困難

○衛星と実測による水温の整合性

○雲による衛星情報の欠落での海況図の精度低下

【漁業者からの要望】

○黒潮上流域を含めた広範囲で精度の高い海況図や沿岸域のよ

り詳細な情報の提供

○定置網の被害防止のための急潮予報の提供
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これまでの情報提供 【三重県，和歌山県】

○三重県では「人工衛星海況速報」

○和歌山県は「人工衛星画像海況速報」を発行

【課題】

○衛星画像に依存するところが大きく「一都三県漁海況速報」と同

様に雲による精度低下

○雲により衛星情報が得られないと速報が作成・提供できないため，

天候に左右されない情報の提供
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これまでの海況図の課題を解決するため，高精度海況図の作成に

取り組む

【高精度海況図の目標】

従来の「一都三県漁海況速報」などに比べて，開発する高精度海

況図の目標は・・・・

○より広く ： 海況図の範囲を，伊豆諸島周辺海域から「高知

～犬吠沖」に拡大

○より細かく ： 等温線の間隔を，従来の1℃から「0.5℃」に

○より正確に ： 衛星データを実測値で補正

○きれいに ： モノクロから「カラー」に
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【研究体制と研究項目】

高精度海況図の作成技術の開発及び共同発行，並びに海況図か

ら海況の短期変動特性の解明や漁況予報への活用技術の検討を

目的に，関係機関との共同体制で取り組む

Ⅰ 官民学の共同研究

○大学，業界，自治体が共同で実施した研究開発

○農林水産技術会議の「先端技術を活用した農林水産研究高度

化事業」（2005年度～2007年度）

（研究項目）

1. 衛星リモートセンシング水温同化技術の開発と海況情報ネット

ワークシステムの構築

2. 黒潮及び周辺海域の変動特性の解明

3. 沿岸海況予報システムの開発

Ⅱ 一都五県の共同事業

（研究項目）

4. 高精度海況図の発行と海況図データの活用
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研究項目1． 衛星リモートセンシング水温同化技術の開発と海況

情報ネットワークシステムの構築（高精度海況図に係

る研究）

（1）（2）観測体制の充実

○伊豆諸島海域では定期船からの連続水温を収集，房総沿岸と

熊野灘中部では自動観測ブイを設置

○各都県の定地水温，船舶水温，ブイ水温など，現場における実

測水温を充実

（3）水温を合成する技術の開発と実用化試験

○東京海洋大学が担当

○実測水温と衛星による水温情報などを合成して，実測水温を重

視した海況図の作成方法を開発

（4）ネットワークシステムの構築

○各都県では実測水温の共有システムや，水温及び海況図を迅

速に処理するためのネットワークシステムの構築について検討
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【衛星データと実測水温の合成技術】

○東京海洋大学が担当

○特徴の異なる2つの人工衛星のデータ（赤外線，マイクロ波）を使用

・ 雲がある海域はデータが取得できない，とても細かくごく沿岸までカ

バーする「赤外線のNOAAデータ」

・ 沿岸域のデータが取れなく，解像度が荒くなるが，雲があってもデータ

を取得できる「マイクロ波」

・ 雲による空白域を除去するため，数日分の衛星データを日による重

みづけをして合成

○人工衛星データを船舶，ブイなどの実測水温で同化処理を行って，安定

して関東・東海の広い海域のメッシュデータを合成する

→（検証）合成された水温と実測水温との差は概ねプラスマイナスプラスマイナスプラスマイナスプラスマイナス0.20.20.20.2～～～～

0.40.40.40.4℃℃℃℃であり，季節にかかわらず実測水温に基づいた衛星水温の

補正方法は有効
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研究項目2． 黒潮及び周辺海域の変動特性の解明

（1）黒潮の離岸距離から黒潮流路の変動周期と伝搬速度および黒

潮系の暖水波及の伝搬速度などを解析した。

（2）黒潮内側域において時空間的に連続した水温データを抽出，整

理し，変動周期や黒潮流型との関係などを解析した。
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【黒潮流路短期変動特性の解明】

○既存の海況速報を用いて各岬から黒潮流軸までの距離を読みと

り，黒潮流路の短期変動について解析を行った。

○黒潮蛇行部の伝播速度は，遠州灘沖では13マイル／日，伊豆諸

島海域では約11マイル／日，房総海域では14マイル／日

→ 海況図作成時の黒潮流路の判断に活用
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研究項目3. 沿岸海況予報システムの開発

○千葉県～和歌山県に至る沿岸域の水温や流況の連続観測を実

施し，予報システム開発の基礎となる観測体制を確立した。

○典型的な急潮現象である

①相模湾内における黒潮系暖水の流入

②台風等の沖合通過による急潮

③熊野灘への黒潮系暖水流入

④南岸低気圧の通過に伴う東～北東風による熊野灘における南

下流の発生

等の観測に成功し，沿岸海況予報システムの開発，試行を進め

た。
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【沿岸での連続観測】

○千葉県から和歌山県に至る沿岸19ヵ所で水温あるいは流況の

連続観測を実施し，沿岸における観測体制の充実を図った．

○特に相模湾～伊豆半島東岸，熊野灘は定置網が盛んで，重点

的に調査した．

→ 研究期間終了後も連続観測体制を拡充
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【連続観測結果の一例と海況図の検証】

2005年12月末に相模湾で観測された急潮現象

【左のグラフ】

○相模湾東部から西部，伊豆半島までの水温の時系列変化を下

から順に並べた

○水温の急激な上昇，暖水の波及が相模湾東部から西部に向

かって4日間で伝播している現象が捉えられた．

【右の海況図】

○その時の海況をこれまでの海況図（上）と新しい手法による海況

図（下）で比較

○新しい海況図では，房総沖から伊豆諸島に向かって暖水が波及

している様子がはっきりを捉えられている．

資料5-3
平成25年11月14日 

平成25年度全国水産試験場長会全国大会（岡山）



14

【急潮情報の発行】

○「急潮注意報・警報」，「定置網安全対策情報」などの急潮情報

を発行（千葉，神奈川，静岡）

○2006年10月の台風による急潮について，相模湾の北風及び銚

子の北風が急潮発生の前駆的現象のモニタリングに有効であ

ると考えられ，平塚では9時間後，富戸では42時間後に急潮が

発生したことを確認した。

○この急潮時には「定置網安全対策情報」を作成し，急潮発生の５

日前に定置網漁業者へファクシミリにより情報発信を試行した。

資料5-3
平成25年11月14日 

平成25年度全国水産試験場長会全国大会（岡山）



研究項目4. 高精度海況図の発行と海況図データの活用

○高精度海況図は，「関東・東海海況速報」として，平成19年10月

から試行，平成20年4月から正式に発行。

○発行日は土日祝日を除く毎日。

○一都五県の水産研究機関が4週間交代の当番制で作成。

15

資料5-3
平成25年11月14日 

平成25年度全国水産試験場長会全国大会（岡山）



【広域海況図作成の流れ】

【12：00まで】各都県の作業

各都県で，前日10：00～当日10：00の1日分の情報（衛星データ，

調査船，漁船，定期航路船などの船舶データ（水温，流れ），モニタ

リングブイのデータ）を収集・入力し，１都5県でデータを相互交換

【12：00以降】当番県

○各都県から送られたデータを基に水温メッシュ図を作成し，等温

線と黒潮流路（下書き，清書案）を作成

○下書きができたら，各都県に送付して内容をチェック・修正

○その後，水温別の色付けを行い，各都県に送付して最終チェッ

ク・修正

【目標16：00までに発信】
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メッシュデータと下書きの見本

○細かい数値は4種類

・ 青字 ： NOAA（実測値で補正済み）

・ 緑字 ： マイクロ波（実測値で補正済み）

・ 斜字 ： 実測値 青字 当日

緑字 前日

○矢印 ： 潮流

○等温線

・ 黒色 ： 1℃間隔の水温

・ 赤色 ： 0.5℃間隔の水温

○太い破線 ： 当日の黒潮流路

○灰色の帯 ： 前日の黒潮流路
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完成版の見本

【黒潮流路の判断】

○潮位 ： 黒潮の内側，外側の潮位差を利用し，伊豆諸島の潮

位情報から黒潮の位置を判断

○船舶の潮流情報 ： 2ノットを超える流速

○CTDデータ ： 200m深，水温が15℃以上であること

○潮岬 ： 和歌山水試による岬からの目視による観察結果

【水温分布の判断】

○メッシュデータは複数日の衛星データによる合成図

○雲の影響により，低めに評価された海域はないか

○急激な海況変化を正確に表示しているか

などは，人が判断し，一都五県の担当者間で常に確認する体制を

とっている

→ より精度の高い海況図へ
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【高精度海況図の発行】

○各都県は，それぞれ工夫してHP，FAXにより，広く情報を発信し

ている．

○利用者は，漁業関係者に限らず，研究機関，一般（遊漁，プレ

ジャーボート），行政機関（食中毒注意報）など広く利用されてい

る．

○一都五県のホームページによる海況図への年間アクセス件数約

400万件
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【海況図データの活用】

発行した海況図，海況図の格子点データを用いた海洋構造・変動

の解析，サバやブリ，しらす，カツオなどの漁況との関係の解析も進

んできている。

○スライド説明

格子点データを利用した伊豆諸島海域でのマサバの漁場形成の

解析例

・ マサバの漁場が移り変わる際，水温の変化が大きな要因とな

るが，漁場水温は漁船もしくは調査船がその海域に行ったとき

にしか得られなかった．

・ 格子点データで各漁場水温を集計すると，漁場形成の前後の

水温が推定され，形成要因がはっきりした．

【波及効果】

○漁業者には，以前より高精度・広範囲の海況日報を提供すること

により，効率的な漁場探索が行われるほか，漁船漁業の安全性

の向上が期待される。

○急潮予報の提供により定置網や刺網などの漁具の破損などの漁

業被害が軽減され，生産性，収益の向上が見込まれる。

○漁業のほか，マリンレジャーの安全性への寄与が期待される。
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